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・

月も木星も太陽系天体で、黄道（太陽の通り道）からあまり離れることはありません。地球から見るとそれぞ

れの天体は、それぞれ決まった法則で動いて見えます。月と木星はごく稀に重なって見えることがあります。「木

星食」とか「掩蔽（えんぺい）」と呼ばれる天文現象の一つです。しかしそれは非常に稀な現象で、国内で 2030
年までには一回も見られません。

しかし、木星と月は、１ヶ月に１回「少し」近づきます。木星は外惑星（地球よりも外側の軌道の惑星）なの

で、日々の天球上の動きはわずかです。しかし地球を公転している月は、天球上を１日に１０度以上も西に動き

ます。その間に木星に近づくのです。もちろん実際に二つの天体の実距離が縮まるわけではなく、単に地球から

見た視角度（離角）が小さくなるだけです。

経験上、月と木星の離角が１０度以下になると「意外と近いな」と感じ、５度以下だと「かなり接近している

な」と感じます。更に１度（月の直径の２倍）になると「大接近」と呼ばれるようになります。今回の半月と木

星は５度以上離れていたので、「仲良く並んでるな」或いは「月の近くの明るい星は何だろう」と思う程度だっ

たようです。
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